
○
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
二
十
九
号

障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
等
に
お
け
る
検
討
を
踏
ま
え
て
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
見
直
す
ま
で
の
間
に
お
い
て

障
害
者
等
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
七
十
一
号
）

の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
及
び
相
談
支
援
並
び
に
市
町
村
及
び
都
道
府
県
の
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提
供
体

制
の
整
備
並
び
に
自
立
支
援
給
付
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
の
基
本
的
な
指
針
（
平

成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
、
平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
適

用
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
二
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

第
一
の
二
の
１
中
「
重
度
訪
問
介
護
」
の
下
に
「
、
同
行
援
護
」
を
加
え
る
。

別
表
第
三
の
一
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

居
宅
介
護
、
重
度
訪
問
介
護
、
同
行
援
護
、
行
動
援
護
、
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援

居
宅
介
護

現
に
利
用
し
て
い
る
者
の
数
、
障
害
者
等
の
ニ
ー
ズ
、
退
院
可
能
精
神
障
害
者

重
度
訪
問
介
護

の
う
ち
居
宅
介
護
等
の
利
用
が
見
込
ま
れ
る
者
の
数
、
平
均
的
な
一
人
当
た
り
利

同
行
援
護

用
量
等
を
勘
案
し
て
、
利
用
者
数
及
び
量
の
見
込
み
を
定
め
る
。



行
動
援
護

重
度
障
害
者
等
包
括
支
援


